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Research Abstract

研究⽬的について 
従来の1次元信号処理では雑⾳の影響を受けていた⾳声信号のスペクトルを雑⾳のスペクトルより分離して⾼精度に推定するために、直線上に等間隔に配置されたアレー
マイクロホンに⼊射する⾳声信号に対して2次元⾃⼰回帰モデル(ARモデル)の時変係数を適応的に推定することについての研究を⾏った。具体的には、モデルの係数を適
応的かつ⾼精度に推定するために、従来の2次元逐次最⼩2乗法を出発点とするが、その計算量が多いため、推定精度が同⼀でかつ計算量を削減した⾼速算法を開発し
た。また、アルゴリズムに時変性を持たせるための逐次最⼩2乗法の重み係数や必要マイクロホン数についても検討を⾏った。 
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画像処理の分野では、C.R.Zou等により2次元ARモデルに基づく⾼速な逐次最⼩2乗法のアルゴリズムが開発されている(IEEE Trans.on CAS II,Oct.1994)。本研究で
は、この⼿法を時間的な因果性を満たすマイクロホンアレー信号に適⽤できるように拡張し、さらに⾼速なアルゴリズムに改善した。また、逐次最⼩2乗法の時変量(重み
係数)に関しても、1次元の⼿法における設定法がそのまま本⼿法に有効であることを確認した。実験はワークステーション上で⾏った。実験に⽤いた2次元データは、1
次元のARモデルにより⽣成した合成⾳声を⽤いて、雑⾳も含んだ2次元信号として作成された。実験結果より、所望の⾳声スペクトルと雑⾳スペクトルが分離して推定さ
れ、本アルゴリズムの有効性が確認された。また、実験より、多くのマイクロホンが必要になったので推定精度を下げずに必要マイクロホン数を削減する⽅法も開発し
た。有声⾳声と無声⾳声に対する推定精度の違いについては、有声⾳声の場合、声帯波のピッチの影響を受けて推定精度が劣化する区間があることがわかった。
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